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  ・内容：教員が担当する講義について履修学生の出席状況データ 
   ・条件：定期的に一括配信、また配信依頼時の随時対応 




































































































































































































































































































   ール配信されるため、成績評価時でのデータ取得作業の効率化が図られた。  
【２】担任学生や配属学生の動向が出欠席データをもとに一瞥できるシステムが構築されたこ  
   とにより、躓き始めた学生を早期発見し他部署との連携を含めて早期かつ継続対応を可能  
   にした。  
【３】トラブル発生時や保護者会での適切な提示資料としても有効活用され各委員会構成教員を  























































































































城西大学薬学協力会報 ぷりむら通信 Vol.３７ ２０１１．９  
（１０）学生支援委員会 
平成 24年度 父母懇談会資料  
（１１）学生相談室  
   http://www.josai.ac.jp/campus/counselling.html 
「個々の学生への対応について」学生相談室カウンセラー 吉田久子 
２００９年１２月１７日 １７：３０～ １６号館１０３教室 
（１２）ゆとり世代、さとり世代  
    http://ja.wikipedia.org/wiki/ 
（１３）薬学系人材養成検討会 留年の要因、基礎学力不足―9学部にヒアリング 
薬事日報 電子版 第 11205号  2012 （平成 24）年 11月 12日  
（１４）伊東専門官「各大学の自主的対応促す」‐大学教育の改善に向けて 
薬事日報 電子版 第 11217号  2012 （平成 24）年 12月 12日  
（１５）平成２４年度学年末試験（正規）成績の提出方法について  


















○木村 哲１、白幡 晶１、中村 和洋２、吉原 毅彦２、江口 和成２、加瀬 聖２、佐藤 尚宏２ 
１城西大・薬・薬学科、２京葉システム技研（株） 
（２０）第５７回日本薬学会関東支部会 ２０１３年１０月２６日、帝京大学板橋キャンパス 
   学生中心型出席管理システムの応用 
○木村 哲１、白幡 晶１、吉原 毅彦２、中村 和洋２、江口 和成２、加瀬 聖２、佐藤 尚宏２ 
１城西大・薬・薬学科、２京葉システム技研（株） 
（２１）学術情報発信システム SUCRA 
   SUCRA(さくら: Saitama United Cyber Repository of Academic Resources) 
   http://sucra.saitama-u.ac.jp/modules/xoonips/ 
（２２）城西大学機関リポジトリ JURA 
JURA（ジュラ）(Josai University Repository of Academia) 
http://libir.josai.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000002repository 
（２３）示達事項 城西大学学長 森本擁憲 平成２４年４月１日 
（２４）中期目標（7つの J-Vision） 
   http://www.josai.jp/about/medium_target/index.html 
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